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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、平成28年１月26日開催の取締役会において、下記の通り、当社100％出資の連結子会社であ

るウェーバー株式会社を簡易・略式手続により吸収合併することを決議いたしましたので、お知らせ

いたします。 

なお、本合併は、完全子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略し

て開示しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

ゲーム事業における経営資源の集中、より強固な開発・運営体制の構築を目的としてウェーバー株

式会社を吸収合併します。なお、版権を活用したソーシャルゲームの企画・開発、運営は、当社が継

続いたします。  

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

   取締役会決議日   平成 28 年１月 26 日 

   合併契約締結日   平成 28 年１月 26 日 

   合併効力発生日   平成 28 年４月１日（予定） 

   （注）本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併であり、ウェーバー

株式会社においては会社法第 784 条第１項に定める略式合併であるため、それぞれ合併

契約承認株主総会は開催いたしません。 

 

（２）合併の方式 

   当社を存続会社とする吸収合併方式で、ウェーバー株式会社は解散します。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

   当社100％出資の連結子会社との吸収合併であるため、本合併による株式その他金銭等の割当て

はありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

  



３．合併当事会社の概要（平成27年３月31日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）商号 クルーズ株式会社 ウェーバー株式会社 

（２）本店所在地 東京都港区六本木六丁目 10番１
号 六本木ヒルズ森タワー 

東京都港区六本木六丁目８番
10 号 ステップ六本木 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小渕宏二 代表取締役社長 中山慶太 

（４）事業内容 (1)ソーシャルゲームの企画・開
発、運営 
(2)インターネット通販サイト
運営 

版権を活用したソーシャルゲ
ームの企画･開発、運営 

（５）資本金 430,041 千円 120,000 千円 

（６）設立年月日 平成 13 年５月 24 日 平成 27 年３月２日 

（７）発行済株式総数 12,818,400 株 12,000 株 

（８）決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 小渕 宏二  32.57％ クルーズ株式会社  100％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 平成 27 年３月期（連結） 平成 27 年３月期（単体） 

純資産 7,639,836 千円 119,942 千円

総資産 9,713,700 千円 129,630 千円

１株当たり純資産 635 円 96 銭 9,995 円 23 銭

売上高 20,841,409 千円 －千円

営業利益 2,373,904 千円 △33 千円

経常利益 2,423,578 千円 △33 千円

親会社株主に帰属する当期純利益 1,368,673 千円 △57 千円

１株当たり当期純利益 119 円 32 銭 △4円 77 銭

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期に変

更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社 100％出資の連結子会社との吸収合併であるため、当社連結業績への影響はあり

ません。 

 

以上 

 

（参考）当期連結業績                            （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 28 年３月期） 
― ― ― ―

前 期 連 結 実 績 

（平成 27 年３月期） 
20,841 2,373 2,423 1,368

※当社グループは、ソーシャルゲーム関連の新規性が高い事業を展開しており、当社新規タイトルの成長スピー

ドを合理的に予測することが難しく、それに伴い広告宣伝費等の規模やその発生時期につきましても合理的に

予測することが難しい状況となっております。 

 これらにより、現時点で合理的な業績予想の算定ができないことから、業績予想の開示を見合わせております。 

 


